
地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 中幌向

なかほろむい

農地整備事業

関係市町村 北海道岩見沢市 事業主体 北海道
い わ み ざ わ し

事業目的 本地区は、水稲を主体に小麦や大豆、アスパラガス、スイートコーン等を組み合

わせた営農が展開されている。

これまでに地区内では、用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老

朽化や泥炭土壌に起因する用排水施設の機能低下が著しく、用水不足や排水不良が

生じている。加えて、担い手への農地集積が進み経営規模の拡大が進んでいるが、

現況の水田の区画は50a程度であるため労働生産性が低く、効率的な営農の妨げと

なっている。

このため、本事業により国営かんがい排水事業と一体的に用排水路の整備を行う

とともに、区画整理によるほ場の大区画化を行うことにより、担い手へ農地の面的

集積を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要
受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

227ha 19戸 3,522百万円 平成27～36年度

・用排水路 27km
主要工事

・区画整理 223ha

関連事業 国営かんがい排水事業 空知中央地区

費用対効果
Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

5,177百万円 4,213百万円 1.22 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：中幌向地区土地改良事業計画概要書（北海道空知総合振興局調整課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　中幌向地区



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 進徳一心第１

しんとくいつしんだいいち

農地整備事業

関係市町村 北海道美唄市 事業主体 北海道
び ば い し

事業目的 本地区は、水稲を主体に小麦や大豆等を組み合わせた営農が展開されている。

これまでに地区内では、ほ場整備事業が行われておらず、私費による簡易な整備

により対応してきたが、十分な整備ではなく、用水不足や排水不良が生じている。

また、用排水の分離も為されておらず、転作作物の導入の支障となっている。加え

て、担い手への農地集積が進み経営規模の拡大が進んでいるが、現況の水田の区画

は40a程度であるため労働生産性が低く、効率的な営農の妨げとなっている。

このため、本事業により国営かんがい排水事業と一体的に用水路の整備を行うと

ともに、区画整理によるほ場の大区画化を行うことにより、担い手へ農地の面的集

積を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要
受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

141ha 23戸 3,247百万円 平成27～36年度

・用水路 0.6km
主要工事

・区画整理 141ha

関連事業 国営かんがい排水事業 空知中央地区

費用対効果
Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

3,767百万円 2,797百万円 1.34 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：進徳一心第１地区土地改良事業計画概要書（北海道空知総合振興局調整課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　進徳一心第１地区



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 峰延第１

みねのぶだいいち

農地整備事業

関係市町村 北海道美唄市 事業主体 北海道
び ば い し

事業目的 本地区は、水稲を主体に小麦や大豆、アスパラガス、メロンを組み合わせた営農

が展開されている。

これまでに地区内では、用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老

朽化や泥炭土壌に起因する機能低下が著しく用水不足や排水不良が生じている。加

えて、担い手への農地集積が進み経営規模の拡大が進んでいるが、現況の水田の区

画は30a程度であるため労働生産性が低く、効率的な営農の妨げとなっている。

このため、本事業により国営かんがい排水事業と一体的に区画整理によるほ場の

大区画化を行うことにより、担い手へ農地の面的集積を図り、本地域の農業競争力

の強化を図るものである。

事業概要
受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

122ha 29戸 2,641百万円 平成27～36年度

主要工事 ・区画整理 122ha

関連事業 国営かんがい排水事業 空知中央地区

費用対効果
Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

3,779百万円 2,754百万円 1.37 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：峰延第１地区土地改良事業計画概要書（北海道空知総合振興局調整課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　峰延第１地区



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 東滝川第１西

ひがしたきかわだいいち にし

農地整備事業

関係市町村 北海道滝川市 事業主体 北海道
た き か わ し

事業目的 本地区は、水稲を主体に小麦やそば、トマトを組み合わせた営農が展開されてい

る。

これまでに地区内では、用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老

朽化による機能低下が著しく、用水不足や排水不良が生じている。加えて、担い手

への農地集積が進み経営規模の拡大が進んでいるが、現況の水田の区画は40a程度

であるため労働生産性が低く、効率的な営農の妨げとなっている。

このため、本事業により国営かんがい排水事業と一体的に用排水路の整備を行う

とともに、区画整理によるほ場の大区画化を行うことにより、担い手へ農地の面的

集積を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要
受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

76ha 17戸 1,369百万円 平成27～36年度

主要工事 ・用排水路 ３km

・区画整理 70ha

関連事業 国営かんがい排水事業 北空知地区

費用対効果
Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

1,860百万円 1,562百万円 1.19 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：東滝川第１西地区土地改良事業計画概要書（北海道空知総合振興局調整課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　東滝川第１西地区



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 出雲東３

い ず も ひ が し さ ん

農地整備事業

関係市町村 北海道深川市 事業主体 北海道
ふ か が わ し

事業目的 本地区は、水稲を主体にそばや小麦、大豆、メロンなどを組み合わせた営農が展

開されている。

これまでに地区内では、用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老

朽化による機能低下が著しく、用水不足や排水不良が生じている。加えて、担い手

への農地集積が進み経営規模の拡大が進んでいるが、現況の水田の区画は50a程度

であるため労働生産性が低く、効率的な営農の妨げとなっている。

このため、本事業により国営かんがい排水事業と一体的に用排水路の整備を行う

とともに、区画整理によるほ場の大区画化を行うことにより、担い手へ農地の面的

集積を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要
受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

199ha 28戸 3,221百万円 平成27～36年度

主要工事 ・用排水路 16km

・区画整理 156ha

関連事業 国営かんがい排水事業 北空知地区

費用対効果
Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

5,467百万円 4,168百万円 1.31 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：出雲東３地区土地改良事業計画概要書（北海道空知総合振興局調整課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　出雲東3地区



地区別事業概要

農業競争力強化基盤整備事業
事 業 名 地区名 一已中 央２

いちやんちゆうおうに

農地整備事業

関係市町村 北海道深川市 事業主体 北海道
ふ か が わ し

事業目的 本地区は、水稲を主体にそばや小麦、大豆、メロンなどを組み合わせた営農が展

開されている。

これまでに地区内では、用排水路や暗渠排水等の整備が行われてきたものの、老

朽化による機能低下が著しく、用水不足や排水不良が生じている。加えて、担い手

への農地集積が進み経営規模の拡大が進んでいるが、現況の水田の区画は50a程度

であるため労働生産性が低く、効率的な営農の妨げとなっている。

このため、本事業により国営かんがい排水事業と一体的に用排水路の整備を行う

とともに、区画整理によるほ場の大区画化を行うことにより、担い手へ農地の面的

集積を図り、本地域の農業競争力の強化を図るものである。

事業概要
受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

325ha 44戸 3,974百万円 平成27～36年度

主要工事 ・用排水路 23km

・区画整理 186ha

関連事業 国営かんがい排水事業 北空知地区

費用対効果
Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

8,165百万円 6,518百万円 1.25 総費用総便益比方式

概要図 別添のとおり

出典：一已中央２地区土地改良事業計画概要書（北海道空知総合振興局調整課作成）



概　　　　要　　　　図

農業競争力強化基盤整備事業（農地整備事業）　一已中央2地区


